
今年度も塙先生顕彰会の会員として継続して 

ご協力いただけますようお願い申し上げます。

   総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保己一先生の 

遺徳を顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。会員の 

みなさまの日頃のご協力に感謝申し上げます。 

塙先生顕彰推進のため今年度も会費の納入につきまし 

て、よろしくお願いいたします。 

 みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

年会費   個人会員 一口 千円 、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ)、 

アスピアこだま内の児玉公民館で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。 

本
庄
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今
回
紹
介
す
る
史
料
は
「
巳み

歳ど
し

備
忘

び

ぼ

う

」
と
題
さ
れ
た
小
冊
子
で
す
。
形
は
横
型
の
小
さ
な

帳
面
で
、
表
題
か
ら
見
る
と
忘
れ
な
い
よ
う
に
書
き
留
め
た
メ
モ
帳
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

内
容
を
見
る
と
前
半
は
江
戸
の
番
町
か
ら
中
山
道
を
通
っ
て
新
町
ま
で
の
記
載
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宿

し
ゅ
く

ご
と
に
距
離
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
保
木
野
村
に
行
く
に
は
新
町

し
ん
ま
ち

か
ら
は
一
里

半
、
本
庄
宿
か
ら
も
行
け
る
と
あ
っ
て
問
屋
に
聞
く
べ
し
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
は
実
際

に
は
本
庄
宿
か
ら
で
は
な
く
深
谷
宿
か
ら
中
山
道
を
外
れ
て
保
木
野
村
に
行
っ
た
よ
う
で

す
。
深
谷
宿
か
ら
保
木
野
村
ま
で
の
行
程
を
読
み
や
す
い
よ
う
に
書
き
出
し
て
み
る
と
「
深

谷
よ
り
南
の
脇
道

わ
き
み
ち

に
入
り
、
岡
新
田
よ
り
元
榛
沢
に
至
る
。
小
山
川
を
渡
っ
て
、
宿
榛
沢
を

過
ぎ
る
。
八
幡
山
の
先
、
城
山
の
前
を
過
ぎ
、
保
木
野
村
に
至
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
史

料
の
後
半
は
、
保
木
野
村
や
周
辺
の
村
々
の
有
力
者
の
名
前
が
多
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
史
料
は
い
つ
書
か
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
保
木
野

村
の
生
家
の
当
主
が
弥
七
で
あ
る
こ
と
や
、
史
料
の
表
紙
に

「
弘
化
二
年
カ
・
安
政
四
年
カ
」(

い
ず
れ
も
巳
年)

と
追
記
さ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
己
一
の
子
の
次
郎
忠た

だ

宝と
み

が
書
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
己
一
は
江
戸
へ
出
て
か
ら
は
郷

里
の
保
木
野
村
に
帰
っ
た
と
い
う
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
「
上
京
日
記
」
の
一
つ
に
、
も
し
か
し
た
ら
保
木
野
に
寄

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
部
分
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
子

の
次
郎
も
父
の
生
家
を
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第２８号 平成２９年５月発行

ごあいさつ

 風かおる五月、さわやかな季節になりました。会員のみなさまもご健勝のこと

と拝察いたします。会員のみなさまには日ごろ、顕彰会へのご支援とご協力に感

謝申し上げます。

毎年セルディを会場として開催される、埼玉県主催・本庄市共催の「塙保己一

賞」も第１０回という節目を迎え、例年の賞に加えて特別賞が選定されました。

また、市民による手づくり「群読劇塙保己一物語」が昨年の１１月にセルディ

で開催され、顕彰会としても後援をさせていただき盛況な催しとなりました。

 これからも各種啓発事業等を行うために議論を重ねて、塙保己一先生の遺徳と

業績の顕彰、その精神を国内外に広く伝えて参りたいと考えておりますので、引

き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

         総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解

第１０回塙保己一賞の様子並びに市民による群読劇「塙保己一物語」公演の様子



塙保己一先生 

啓発看板 

平成２９年度顕彰会総会を開催します。

※ 当日、会場では保木野地区で設立された『保己一講』（金屋小学校所蔵）の資料集を配布

する予定です。ぜひお越しください。

日  時  平成２９年５月２７日（土） 

午後１時３０分 受付開始  

     午後２時 開 式 

会  場  セルディ ホール 

内  容  前年度事業報告・決算報告 

      今年度事業計画・予算審議 

記念講演  根岸 久氏（顕彰会事業部会委員、

本庄市観光協会副会長）

演    題   「群読劇・塙保己一物語よもやま話」

十
二
月
二
十
日
、
セ
ル

デ
ィ
で
行
わ
れ
た
埼
玉
県

主
催
・
本
庄
市
共
催
に
よ

る
塙
保
己
一
賞
へ
の
協
力

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

障
害
が
あ
り
な
が
ら
社
会

的
に
顕
著
な
活
動
を
し
て

昨年の総会の様子

ぜひご参加ください。 

平
成
二
十
八
年
度
顕
彰
会
事
業
報
告

五
月
二
十
一
日
、
児
玉

文
化
会
館
セ
ル
デ
ィ
を

会
場
に
平
成
二
十
八
年

度
顕
彰
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会

の
運
営
に
つ
い
て
の
審

議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

顕

彰

祭

塙
先
生
の
命
日
で
あ
る

九
月
十
二
日
に
セ
ル
デ

ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

遺
徳
顕
彰
祭
で
は
参

加
者
全
員
が
塙
先
生
の

遺
影
に
菊
の
花
を
捧
げ

遺
徳
を
し
の
び
ま
し
た
。

二
十
八
年
度
総
会

塙

保

己

一

賞

市長から副賞を授与

い
る
人
や
団
体
な
ど
４
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
後
に
は
、
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
踊
正
太
郎
氏
。

盲
目
の
津
軽
三
味
線
演
奏

者
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
来
場
者
は
、
そ
の
優

雅
な
音
色
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

児玉町八幡山地

内、国道 254 号線沿

い交差点付近に設

置されていた塙保

己一先生啓発看板

が強風で破損した

ため修理していた

だきました。 

【群書類従などの叢書や資料を紹介します…第 15回】

塙
保
己
一
に
捧
ぐ

塙

保
己
一

一
、
じ
ぶ
ん
の
ひ
じ
り
篁
の

末
と
生
ま
れ
て
武
蔵
野
の

ゆ
か
り
の
色
は
見
分
け
ね
ど

里
の
名
を
得
る
保
木
野
一

二
、
目
こ
そ
見
え
ね
わ
れ
も
世
に

生
ま
れ
し
つ
と
め
果
さ
ん
と

願
い
に
勇
み
は
る
ば
る
と

杖
を
た
よ
り
に
二
十
余
里

三
、
年
は
十
三

目
は
見
え
ぬ

こ
ど
も
な
れ
ど
も
大
江
戸
に

上
り
て
雨
富
検
校
の

門
に
よ
う
よ
う
弟
子
入
り
ぬ

四
、
琴
よ

あ
ん
ま
よ

は
り
治
療

盲
ひ
し
人
の
生
業
を

今
日
も
明
日
も
精
出
し
て

習
え
ど
な
ら
ぬ
悲
し
さ
よ

五
、
生
ま
れ
つ
き
た
る
不
器
用
は

心
こ
め
て
も
せ
ん
も
う
な
や

兄
弟
子
た
ち
に
叱
ら
れ
て

袖
に
涙
の
い
く
月
日

六
、
さ
れ
ど
た
ゆ
ま
ず
怠
ら
ず

力
の
限
り
い
そ
し
め
ば

進
ま
ぬ
な
が
ら
人
々
の

あ
わ
れ
み
日
々
に
加
わ
り
ぬ

七
、
手
の
不
器
用
に
ひ
き
か
え
て

た
ぐ
い
ま
れ
な
る
物
覚
え

世
の
様
々
の
言
の
葉
を

き
け
ば
忘
れ
ぬ
不
思
議
さ
よ

八
、
夏
の
あ
る
夜
は
蚊
帳
の
外

読
み
き
か
さ
る
る
物
語

き
き
落
と
さ
じ
の
一
念

さ
さ
る
る
蚊
さ
え
追
い
や
ら
ず

九
、
所
は
江
戸
の
番
町
で

塙
保
己
一
伝

一
、
神
流
の
流
れ

水
清
く

武
蔵
児
玉
に

の
ぼ
り
立
ち

端
午
の
節
句
に

生
を
受
け

そ
の
名
は
幼
名

寅
之
助

母
の
願
い
の

甲
斐
も
な
く

七
つ
の
年
に

目
は
盲
い
て

閣
い
い
ば
ら
の

道
を
行
く

あ
ゝ
人
生
の

厳
し
さ
よ

二
、
親
子
の
別
れ

惜
し
み
つ
つ

江
戸
へ
修
行
の

独
り
旅

雨
富
検
校

師
と
仰
ぎ

願
か
け
参
る

天
満
宮

燃
え
る
希
望
を

杖
と
し
て

耳
を
頼
り
に

黙
々
と

塙
保
己
一

学
を
積
む

あ
ゝ
人
生
に

花
よ
咲
け

三
、
般
若
心
経

糧
と
し
て

道
を
求
め
て

切
り
拓
き

木
版
群
書

類
従
を

此
の
世
に
残
し
た

大
学
者

夢
を
果
た
せ
し

そ
の
姿

尊
さ
頭

傾
け
て

遠
き
国
ま
で

名
を
上
げ
る

あ
ゝ
人
生
に

輝
有
り

こ
の
曲
は
、
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
よ
り

発
売
さ
れ
、
藤
田
栄
が
歌
っ
て
い
ま
す
。

内
藤
福
己
作
詞
。
相
内
定
道
作
曲
。

（
市
川
隆
雄
氏
提
供
）

【
次
号
に
続
く
】

群
読
劇
塙
保
己
一
物
語
の
公
演

塙
保
己
一
物
語
劇
化
実
行
委
員
会

市
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
群
読
劇
で
、

郷
土
の
塙
保
己
一
先
生
を
よ
り
身
近
な

偉
人
と
し
て
、
市
民
の
一
人
で
も
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
昨
年
は
、

児
玉
文
化
会
館
セ
ル
デ
ィ
で
公
演
し
、
超

満
員
の
大
盛
況
で
し
た
。

今
年
は
、
左
記
の
日
程
で
本
庄
公
演
を

行
い
ま
す
の
で
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
で
も
後
援
を
し
て
い
ま
す
。

記

日

時

平
成
29
年
8
月
11
日

午
後
6
時
か
ら

会

場

本
庄
市
民
文
化
会
館

入
場
料

一
、
○
○
○
円

塙
保
己
一
先
生
の
讃
歌
（そ
の
一
）

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

根
岸

久

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
、
塙
保
己
一
先
生
を
讃
え
た
歌
が
数
曲
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

制
作
年
代
は
不
詳
で
す
が
、
そ
の
讃
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

塙
先
生
の
霊
に
捧
ぐ

「
塙

保
己
一
」

一
、
じ
ぶ
ん
の
ひ
じ
り
篁
の

末
と
生
ま
れ
て
武
蔵
野
の

ゆ
か
り
の
色
は
見
分
け
ね
ど

里
の
名
を
得
る
保
木
野
一

二
、
目
こ
そ
見
え
ね
わ
れ
も
世
に

生
ま
れ
し
つ
と
め
果
さ
ん
と

願
い
に
勇
み
は
る
ば
る
と

杖
を
た
よ
り
に
二
十
余
里

三
、
年
は
十
三

目
は
見
え
ぬ

こ
ど
も
な
れ
ど
も
大
江
戸
に

上
り
て
雨
富
検
校
の

門
に
よ
う
よ
う
弟
子
入
り
ぬ

四
、
琴
よ

あ
ん
ま
よ

は
り
治
療

盲
ひ
し
人
の
生
業
を

今
日
も
明
日
も
精
出
し
て

習
え
ど
な
ら
ぬ
悲
し
さ
よ

五
、
生
ま
れ
つ
き
た
る
不
器
用
は

心
こ
め
て
も
せ
ん
も
う
な
や

兄
弟
子
た
ち
に
叱
ら
れ
て

袖
に
涙
の
い
く
月
日

六
、
さ
れ
ど
た
ゆ
ま
ず
怠
ら
ず

力
の
限
り
い
そ
し
め
ば

進
ま
ぬ
な
が
ら
人
々
の

あ
わ
れ
み
日
々
に
加
わ
り
ぬ

七
、
手
の
不
器
用
に
ひ
き
か
え
て

た
ぐ
い
ま
れ
な
る
物
覚
え

世
の
様
々
の
言
の
葉
を

き
け
ば
忘
れ
ぬ
不
思
議
さ
よ

八
、
夏
の
あ
る
夜
は
蚊
帳
の
外

読
み
き
か
さ
る
る
物
語

き
き
落
と
さ
じ
の
一
念

さ
さ
る
る
蚊
さ
え
追
い
や
ら
ず

九
、
所
は
江
戸
の
番
町
で

目
あ
き
め
く
ら
に
も
の
を
き
く

歌
わ
る
ま
で
も
世
に
広
く

（
以
下
不
明
）

こ
の
曲
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
塙

先
生
の
霊
に
捧
ぐ
」
と
付
い
て
い
る
。

作
曲
は
、
埼
玉
県
師
範
学
校
教
諭

成
澤
潤
蔵
氏
、
作
詞
は
旧
制
本
庄
中

学
校
国
語
教
諭
、
田
口
正
義
氏
（
傍

示
堂
在
住
）
（
内
野
富
夫
氏
提
供
）

セルディ公演出演者のみなさん


